
１.事務事業の目的・概要

２.成果参考指標

(1)

3.事業費 4.改善策の実施状況

5.評価時点での現状（客観的事実・データなどに基づいた現状）

①困っている「状況」

②困っている状況が発生している「原因」

③原因を解消するための「課題」

８．今後の方向性（課題にどのような方向性で取り組むのかの考え方）

９．追加評価（任意記載）　

　センターを設置していることやサービスの内容等に係る周知が不足している。

　これまでの方法に加え、新たな広報啓発を行っていく必要がある。

％

139,521

前年度の課題を踏まえた
改善策の実施状況

②改善策を実施した（実施予定、一部実施含
む）

事　業　費（b）（千円） 101,392 100,993

単位

84,947

○点字図書館における点字図書・朗読図書等の製作や貸出し、生活訓練事業の実施、各種相談事業等に対して補助する。
○聴覚障害者情報センターにおいて、字幕・手話入りビデオの貸出し、手話通訳者・要約筆記者の養成、各種相談等を実施する。
○障がい者スポーツ振興のため、県立はつらつ体育館の管理、運営を行う。

○点字図書等の貸出は、近年、パソコン等からのダウンロードによる利用者が増え、利用件数が目標値を大幅に上回っている。
　　H24　現物貸出47,889件＋ダウンロード37,058件＝84,947件
　　H25　現物貸出41,157件＋ダウンロード53,296件＝94,453件
　　H26　現物貸出41,918件＋ダウンロード97,603件＝139,521件

うち一般財源（千円） 64,179 64,065

２６年度実績 ２７年度計画

26年度 27年度
指標名 点字図書、録音図書、ＣＤ図書、字幕付きビデオの貸出等

年度 23年度

94,453

目標値

　点字図書館、聴覚障害者情報センターは、視覚や聴
覚に障がいのある方への図書、DVD等の貸出のほか、
生活や進路に関する各種相談、手話通訳者など意思疎
通支援者の養成・派遣なども行っており、障がい者の
社会参加促進につながっている。

　聴覚障害者情報センター及び西部視聴覚障害者情報センターの利用登録者数は、視覚障がい又は聴覚
障がいにより身体障害者手帳を所持している方の12％程度であり、十分に利用されていない状況。

目
的

（１）対象 視覚・聴覚障がい者

（２）意図 社会参加を促進するために社会福祉法人に委託又は補助金を交付する。

事務事業の名称 障がい者利用施設運営事業

事務事業評価シート（評価実施年度：平成２7年度） 上位の施策名称

事務事業担当課長 障がい福祉課長　平岡　昇

施策Ⅱ－２－４　障がい者の自立支援

電話番号 0852-22-6256

24年度 25年度

95,000 140,00089,000 92,000

点字図書等の現物貸出数及びパソコン等のダウンロードによる利
用件数の合計

実績値

達成率

85,911

％

件

実績値

23年度 24年度
指標名

0.00

年度

目標値

式・
定義 達成率

0.00

0.00 0.00

146.90

25年度

0.00

　
成
果
参
考
指
標

◎課（室）内で事務事業評価の議論を行うにあたっては、本評価シートのほか、必要に応じて、「予算執行の実績並びに主要施策の成果」や既
存の事業説明資料などを活用し、効率的・効果的に行ってください。

◎上記「５．評価時点での現状」、「６．成果があったこと」、「７．まだ残っている課題」、及び「８．今後の方向性」について、議論がしやすいよう
に、「５．評価時点での現状→６．成果があったこと」、又は「５．評価時点での現状→７．まだ残っている課題→８．今後の方向性」が一連の流れ
となるよう、わかりやすく、ストーリー性のあるシート作成に努めてください。

　センター広報誌の配布範囲の拡大、ホームページやブログの充実、テレビ等のマスメディアの利用等により広報啓発を行っていく。

事
業
概
要

102.7095.40

26年度 27年度

式・
定義

0.00

７.まだ残っている課題（現状の何をどのように変更する必要があるのか）６.成果があったこと（改善されたこと）

単位

0.00


